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サウジアラビア：麻薬等の所持で公開処刑。
イスラム国　　：麻薬の所持で百叩きの刑
イラン　　　　：麻薬の密売人は処刑。
インドネシア　：使用、密売で10年以下の懲役または銃殺刑。
ドバイ　　　　：血中に麻薬が残っていた場合でも所持として刑務所送り。
シンガポール　：使用、密売で死刑。
【コラム】
友だちから「絶対にやせられるよ」と知らない薬を渡されたら
どうしますか？覚せい剤乱用者は「１回だけなら…」そんな軽い
気持ちで手を出しています。１回だけのつもりが、２回、３回と
続き、気づいたときにはやめられなくなっています。それは、薬物の依存性が意志の力ではどうにもならないほど強いからです。「自分はやめられる」という根拠のない自信が、一生の後悔を招くのです。
※懲役とは、監獄に拘置され、所定の刑務作業をさせられる刑罰
「覚せい剤取締法」
所持・使用で1～20年以上の懲役、500万円以下の罰金。
「大麻取締法」
所持で5年以下の懲役さらに200万円以下の罰金。
栽培で7年以下の懲役さらに300万円以下の罰金。
薬物乱用が凶悪犯罪などにもつながることもあります。依存性が極めて強いため、薬物を手に入れる気持ちをおさえきれずに盗みなどの罪を犯す人があらわれたり、薬物の作用で自分をコントロールできず他人を傷つける人があらわれたりするからです。そのような人が増えると、社会に深刻な影響が生じることは明かです。自分だけでなく、家族や親戚、地域や学校にまで迷惑をかけることになります。そのため、薬物はさまざまな法律などによって厳しく規制されています。
【社会への影響】
　薬物を使用する目的は、最初は快感を得るためです。好奇心や周囲の人からの誘いをきっかけとして使用を始めるですが、その強い作用のため、依存性がつくられやすく、一度依存してしまうと自分の力で逃れるのは極めて困難です。そして、快感を得るというよりも、薬物の作用が消えたときの苦痛から逃れるために使用する場合も増え、また、薬物以外のことには無関心になり、無気力な状態になります。そのような状態になると、学習や経験の機会が妨げられるため、人間としての成長が止まり、人生そのものがそこなわれてしまいます。また、たとえ乱用がやめられたとしても、睡眠不足などがきっかけとなって突然幻覚や妄想があらわれる(ﾌﾗｯｼｭﾊﾞｯｸ)こともあります。
【依存性】
エキスパ課題：　なぜ世界各国で薬物を厳しく罰しているのだろう？
あなたも…、あなたの家族も壊す薬物…
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